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　新潟県の長岡市と小千谷市にまたがり「ニシキゴイ発祥の地」として知られる，かつ
て二

にじゅう

十村
むら

郷
ごう

と呼ばれたこの地域は，魚沼丘陵の北部に位置し，標高500ｍほどの山間に
集落が点在する日本有数の豪雪地帯です。
　ここでは限られた山間の土地を有効活用するため，山の斜面に作られた棚田で稲作を
行うとともに，冬場のタンパク源を自立的に確保する目的で食用のマゴイを飼う暮らし
が行われてきました。この食用として飼われていたマゴイから突然変異により出現した
色ゴイがニシキゴイの始まりとされ，現在では世界に誇る一大産業へと発展しています。
また，この山間の豪雪地帯という厳しい環境の中，血縁集団「マキ」を中心とした地域
コミュニティーにより，横井戸の掘削や雪解け水の貯水を行うことで，稲作や養鯉を営
む上で必要な「水」を確保する伝統的な水利システムが高く評価され，2017年３月に日
本農業遺産に認定されました。現在でもこのシステムは稲作・養鯉と密接な関係を持ち
ながら，地域住民の手によって大切に受け継がれています。
 （長岡市農林水産部農水産政策課　荒木　舞利）

表紙写真説明：シリーズ日本農業遺産

雪の恵みを生かした稲作・養
よう
鯉
り
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（新潟県中越地域：長岡市，小千谷市）
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